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背景と目的

背景
交通安全の工場は都市の持続可能な発展に不可欠であり交通安全
マップは将来の交通事故防止に役立つ強力なツールである．
しかし，地図作成には正確なデータ収集が必要でありそれには費用
も労力もかかる.

目的
生の衛星画像から直接交通安全を正確に予測するためにディープ
ラーニングを使用し，またオープンデータを活用することで都市ス
ケールの正確な交通安全マップを予測できるシステムを提案する．
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システム概要

システム概要

図 1: 実行結果
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データについて

衛星データ
人工衛星によって撮影されたデータ．
衛星画像には，道路状況，周囲の建物，緑地などの資格情報が含ま
れる．本研究では Google Earth Engineを利用．これは高解像度の衛
星画像でかつ研究目的での利用が可能なものである．
　　　
オープンデータ
本研究では交通事故データを扱う．
交通事故データは事故の位置情報 (緯度，経度)，発生時間，事故の
種類などが含まれている．具体的にはニューヨーク市とデンバー市
のデータを使用している．　　　

図 2: データ例
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実験概要

安全スコアの算出
安全スコアはメッシュごとに算出を行い，その値によって危険レベ
ルが (高, 中くらい, 低)の 3段階で定められる．
安全スコアの算出は以下の式で行われる．

Sr =

n∑
i=1

ai, r (1)

ここで ai, rは地域 r内の i番目の事故の重要度レベルであり，nは
事故の総数である．重要度レベルが未知の場合には 3つの安全レベ
ル (高，中，低)を得るために k-meansによるクラスタリングを
行った．

argmin
T

k∑
i=1

∑
x∈T

||x− µi||2 (2)

ここで µは Tiの点の平均，k=3はクラスタの数，xは個々のスコア
の頻度である．
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CNN: Convolutional Neural Network(畳み込み
ニューラルネットワーク)

CNN

CNNはいくつもの深い層を持ったニューラルネットワークであり，
画像認識の分野において注目を集めている．
CNNでは画像中のぴく設の空間的な関係を保持しつつ，重要な特徴
を自動的に学習する．

図 3: CNNのイメージ
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実験概要

実験概要
実験では Google Earth Engine によって取得した衛星データと交通
事故発生データを用いた.
衛星データはニューヨーク市の衛星データ 14000枚とデンバー市の
衛星データ 21406枚を用いた．
個々の画像には 3つの安全ラベルのいずれかがつけられている．ま
た，衛星画像は３つの異なるズームレベルで実験を行う．
トレーニングデータには，ニューヨーク市の交通事故データを用
いる．
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結果

結果
デンバー市のシティスケールマッピングを行った結果が以下の図で
ある．
安全レベルがどの程度合っていたのかを示す正答率は 73.8%で
あった．

図 4: データ例
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結論

結果 2

図 5: ニューヨーク市に対する実験結果

図 6: デンバー市とニューヨーク市の比較
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結果 3

結果 3

すべてのズームレベルにおいて，ImageNetと Place205の両方で事
前訓練されたモデルが最も良い結果を出した．
すべての事前学習シナリオにおいてズームレベル 19で撮影された
衛星画像を使用したものが最良の結果となった．
これらの結果より，衛星画像に映りこんだ視覚的特徴を交通安全の
指標の一つとして効率的に利用できるということが言える．
また，デンバー市について行った結果から大都市で収集された交通
安全データから学習したモデルを小規模都市の交通安全予測に再利
用できるということが確認された．
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まとめ

今後の課題
今回の研究はニューヨーク市とデンバー市，いずれも都市について
のものであったので地域ごとの特価型モデルを開発し，ローカルな
交通安全の特性に応じた分析を行う必要がある．
今回はリアルタイム分析を行っていないが道路安全を分析するには
動的なシステムを開発する必要がある．
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